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現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 33

ホームでの看取りの希望は今後とも増えていくと
思われ、終末期の介護に正面から受け止める方
針に敬意を表したい。今後は重篤化した介護に
ついて、職員研修を徹底化し、利用者はもちろん
介護者までフォローできる体制作りに期待した
い。

今後の高齢化社会に向けて看取りの必要性
を理解し研修を徹底する。利用者、その家
族、職員のフォローが出来る体制をつくる。

終末期において辿る経過と、それに伴いより良
い介護をするために研修をする。身体的・精神
的・社会的ケアに関し、専門的な知識、コミュニ
ケーション、環境、ご家族への支援など共通の
認識を持つ。医療機関との連絡体制、ご家族が
不安にならないよう心理的支援、職員を増員し
情報を共有しながらそれぞれの役割を果たせる
体制を作る。

６か月
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　




